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分布： 

 小笠原諸島の固有種で，戦前は聟島列島の聟島，媒

島，父島列島の父島，母島列島の母島，向島，妹島，姪島

で生息記録がある．現在は母島，向島，妹島の３か所のみ

に分布し，他島では絶滅している．聟島では1930年（山階 

1930），媒島では1889年（Seebohm 1890），父島では1828

年（Kittlitz 1830），姪島では1904年（籾山 1930）がそれぞ

れ最後の記録である．1935年に上野動物園で飼育記録が

ある．   
  

生息環境：   

 高木湿性林，乾性低木林，農耕地，集落など，さまざま

な環境に生息している．森林を好み，高木湿性林では生

息密度が高いが，開放地では密度が低い（Kawakami & 

Higuchi 2003）．  

分類： スズメ目 メジロ科    
 

全長： 約140mm     翼長：  60-72mm  

尾長： 59-65mm  全嘴峰長： 16-20mm  

ふ蹠長： 23-26mm  体重：  13-17g    

※ 著者による測定値  
 

羽色： 

  成鳥では頭部，背中，翼，

尾は灰緑色，喉から腹にか

けては鮮やかな黄色を呈す

る（図１）．くちばしは黒，脚は

灰色がかった黒．眼の周りに

はメジロと同様に白いアイリン

グがあり，その外側に和名の

由来となる黒い逆三角の模

様がある（図２）．雌雄では特

に羽色の違いはない．若鳥

では腹側の黄色みが薄く灰

色を呈し，脚が黒光りしてい

る．メジロに比べると尾羽とふ

蹠が長いのが特徴．  
 

鳴き声：  

 さえずりはチィヨ，チョチョチョルルルィー．ルリビタキに似

ていると評される（蒲谷・松田 2001）．繁殖期の日の出の直

前に集中してさえずり，日中はあまりさえずらない（Suzuki 

1993）．地鳴きはキューイ，キューイ，チィーッなど． 
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食性と採食行動 ４. 

 

繁殖システム： 

 通常一夫一妻で繁殖する．繁殖期の中心は3月頃から7

月頃で，二回繁殖を行うこともある．繁殖期には縄張り意

識が強く，侵入する他個体に対して排他的な行動をとる．
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非繁殖期繁殖期

自らの巣の近くに営巣したメジロの抱卵中の巣に対し，巣

材を引き抜いて破壊する行為を観察したことがある．剣

呑，剣呑．非繁殖期には，若鳥を中心とした群を作り移動

する．メジロやヒヨドリなどを含む混群となることも珍しくな

い．成鳥は年間を通してつがいで行動し，繁殖地周辺で

過ごすことが多いが，群れにも参加する．メジロと同じくつ

がいで接触就眠を行う（Higuchi et al. 1984）．  
 

巣： 

 低木から高木の枝の叉上にカップ状の巣を作る．巣の地

上からの高さは1～13ｍで，営巣にはシマシャリンバイ，モ

クタチバナ，テリハボク，シマグワ，アカギ，ガジュマル，トク

サバモクマオウなど，様々な樹種を用いる（Morioka & Sa-

kane 1978, Higuchi et al. 1993, 上田ら 1993等）．メグロに

近縁とされるオウゴンメジロを含め，多くのメジロ類は吊り巣

を作るが，メグロでは吊り巣は見られない．過去に1例のみ

トクサバモクマオウの樹洞内での営巣が報告されている

（Kawakami & Higuchi 2002）．  
 

卵： 

 一腹卵数は2〜4卵で，薄い水色の地に茶色い斑点があ

る．長径約20mm，短径約16mm．ヒヨドリが卵を捕食するこ

とがある．  
 

抱卵・育雛期間： 

 抱卵期間，育雛期間は，共に2週間弱である．抱卵や給

餌などは雌雄共に行い，巣立ちビナに対して長いときには

1か月もの給餌を行う過保護な鳥である．   

 図鑑などではパパイヤを食べている姿がよく掲載されて

いるが，実際には鱗翅目幼虫などの昆虫を中心とした動物

質を主な食物としている（Kawakami & Higuchi 2003）．ヤモ

リを食べることもある．パパイヤやガジュマル，シマグワなど

外来果実を好んで食べるのも事実だが，これらは目立つと

ころにあるため，その姿が強調されているものと考えられ

る．パパイヤを食べすぎて体が黄色くなったわけではな

い．昆 虫 の 中

では，アリをよく

食べることも特

徴 で あ る（図

３）．アリは防御

の た め の 毒 を

持 つ こ と が 多

く，好んで食べ

る鳥は限られて

おり，独特の性

質といえる． 

 木 の 枝 葉 で

採食するととも

に，地上や樹幹で採食することも多い（Kawakami & Higu-

chi 2003）．これは，キツネなどの地上性捕食者やキツツキ

などの樹幹利用者が生息しない海洋島で進化したため，

ニッチが拡大しているものと考えられる．  

図２．メグロの頭部．メジロと同様

に白いアイリングがある．  

 

図１．メグロ成鳥  

図３．糞の中には，よくアリの断片が含まれている．

写真は主に頭部（同定に使用）． 

 



 DNA分析からメグロはメジロ科に近縁であることが示され

ており（Springer et al. 1995），鳥類目録第7版ではメジロ

科とされている．メグロに関する最も古い記録は1675年の

嶋谷市左衛門一行の巡検で，「目白ニ似申鳥五ツ」を採

集し幕府に献上している（鈴木 2003）．明治時代には地元

の島民に島目白や黒目白などと呼ばれており，やはり目

白の仲間と認識していたようだ．しかしこの鳥は分類上の

地位が落ち着くまで時間がかかっており，ヒヨドリ科やチメ

ドリ科などに分類されていたこともある．目録第６版まではミ

ツスイ科とされていた．時代により，図鑑により，メグロの分

類上の地位は変化しているので，要注意である． 
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 とうとう今年は前厄です．そのせ

いか，バイクのミラーは折れ，小指

をぶつけ，花粉が飛散し，散々な

日々を送っています．せめて，近

著「鳥類学者 無謀にも恐竜を語

る」（技術評論社）が売れてくれると

いいなぁ． 

 生態図鑑 
興味深い生態や行動，保護上の課題 ５. 

● 目白がメジロになるまで   

てメグロの個体群密度は大きく

変化が無く，集団レベルでの影

響は見られていない（Kawakami 

& Higuchi 2003）． 

 小笠原諸島では，メグロは小型

種子の散布者として機能してい

ると考えられるが，聟島列島と父

島列島では既に絶滅している．

これらの地域では移入種である

メジロが，メグロの絶滅によって欠落した機能を補完してい

ると考えられる（Kawakami et al. 2009）． 
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 メグロが現在分布する島は母島列島の母島と，その属島

の向島，妹島の３か所のみである．母島列島には主要な属

島として他に平島と姉島，姪島があり，これらにはメグロの

生息可能な森林が残されている．しかし，先述の3島以外

にはメグロの個体群は存在せず，他の島では一時的に移

動する個体も見られない． 

 そこで，母島，向島，妹

島のメグロの血液を採取

し，ミトコンドリアDNAの制

御領域の配列を比較した

ところ，母島，妹島では固

有の配列が見つかり，島

間で遺伝的な交流がほと

んど無いことが示された

（図４）．また，属島間では

形態も有意に異なってお

り，特にくちばしの形態が

異なっていた．以上の結

果から，メグロは基本的に

島間移動をおこなわない

と 考 え ら れ る（Kawakami 

et al. 2008）．これらの島

は互いに数キロしか離れ

ていない．それでもメグロ

にとって海は越えがたい障壁であるようだ． 

 海上に孤立した島では移動分散能力が低下することが

動植物を問わず様々な分類群で知られている．メグロも島

に適応して進化した典型的な鳥であるといえるだろう． 
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● 小笠原だから海が好きとは限らない   

 

● メジロは，味方なのか，敵なのか 

 母島列島にはメグロと同所的にメジロが生息している．こ

の地域にメジロは自然分布しておらず，移入されたイオウト

ウメジロとシチトウメジロの雑種と考えられている（図５）．メ

グロとメジロは体サイズも食性も似ていることから，種間競

争の影響が心配されることもあったが，メジロの増加に対し
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図４．メグロの島ごとの遺伝的な構成

の違い．円グラフの色が，異な

る塩基配列(ハプロタイプ)を持

つ個体の割合を示している．  

図５．移入種のメジロ．シチト

ウメジロとイオウトウメ

ジロの雑種． 

 


